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令和５年度 松江市立菅田会館運営審議会議事録 

 

１．開催日時  令和５年８月１日（火）１４時００分から１５時００分まで 

 

２．開催場所  松江市立菅田会館 

 

３．出席者   委員（７名） 

         江口博晴、三宅克正、山本栄、土江邦夫、山﨑幸江、 

松本京子、長谷川美利 

松江市（６名） 

小松原紀子、石倉昌志、野々村いづみ、村上幸人、 

矢田英之、板持努 

菅田会館（３名） 

井原孝夫、山本さなえ、吉田徳人 

 

４．委嘱状交付 

 

５．開会あいさつ（小松原松江市市民部長） 

 

６．自己紹介 

 

７．審議会の成立 

委員１０名中、７名の出席により審議会が成立していることを報告する。 

 

８．情報公開について 

  松江市情報公開条例第３０条に基づき、審議会の議事録は公開とすることを周知する。 

 

９．議事 

  （１）会長及び副会長の選任（案） 

  （２）令和４年度事業報告 

  （３）令和５年度菅田会館運営方針（案） 

  （４）令和５年度菅田会館事業計画（案） 

 

１０．会長及び副会長の選任 

松江市隣保館設置条例施行規則第７条に基づき、委員の互選により会長に江口委員、

副会長に三宅委員を選任する。 
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１１．会長あいさつ（江口会長） 

 

１２．議長選任 

会長が議長を務めることを確認する。 

 

１３．議事録署名人の選任 

  議事録署名人には長谷川委員、山本委員を選任する。 

 

１４．審議の経過 

  （２）令和４年度事業報告 

コロナ禍での活動状況の工夫と昨年度の活動状況について映像を用いながら説明し、

事業報告を行った。 

  【質疑・意見】 

（委員） 

コロナ禍の中で、ご不便、ご苦労があったと思います。 

 

    上述以外の質疑・意見なく、委員の承認を得た。 

 

  （３）令和５年度菅田会館運営方針（案） 

（４）令和５年度菅田会館事業計画（案） 

地域とのつながり、交流を大切にした会館像について説明し、事業別の基本方針に

ついて本年度の具体的な運営方針を示した。また、各事業の具体的な計画案について、

説明を行った。 

 【質疑・意見】 

（委員） 

大変わかりやすい説明で、よくわかりました。それで今、安心安全ということが結

構、川津公民館でもそういう中心的な事業としてされておりますよね。自然災害的な

ことはもちろんあるのですけど、大雨とか、暑い状況とか。やはり高齢者問題とか、

独居の問題とか、それから子どもたち。今少子化の関係もあって子どもたちの居場所

とかそういうのも言われていますので。今、民生委員とのタイアップで少しやってい

くということを言われましたけど、やっぱりそういうのもまちづくり会の方とも少し

一緒にタイアップしながら、まちづくり会も触れ合いを中心にイベント的なことは結

構やるのですけど、普段からの活動も多少考えていかないといけないなということも

何年か前からいろいろ話も出ているので、そういうこともちょっとずつ考えていかれ

たらどうかと思います。それと、そういう話し合う機会をまた作ってもらって、民生

委員さん、それから福祉推進員さんとか、そのようなところとも連絡を取りながら、
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菅田の状況、個人的なこと、プライバシー的なこともすごく出てくる難しいところも

あるのですけど、そのような情報を少しずつでも取り合うといいかなというふうに感

じております。またよろしくお願いします。 

（会館）  

貴重なご意見ありがとうございました。まず私たちも、誰と繋がっていいか分から

なくて、まず最初、公民館長さんからご指導、ご助力いただきまして、民生委員だっ

た人に集まって情報交換させていただきました。これがまず 1 回、5 月に行いました。

今年は年 3 回行いたいなと思っています。あと 2 回ぐらいできればと思っています。

その先には、できれば、我々も民生委員さんと一緒に出向く、または私達だけでも出

向く、というかたちもあるかと思っていますし、さらに言えば、先ほどご助言いただ

きましたように、まちづくり会の皆さんと繋がってですね、そういうネットワークを

広げていくというのも、大事なことだなと思いました。すぐにできないこともいっぱ

いありますので、2年、3年かけて、計画的に考えていくことになると思います。また

ご指導よろしくお願いします。ありがとうございました。 

（委員） 

今のことは非常に大事だと思うのですよね。そういう相談をするだけじゃなくて、

例えば民生委員、児童委員さんのところで何かこう情報が入ったのが関係の方々にど

うやって速やかに、そのプライバシーのことがあるのは分かりますけど、お互いに情

報共有するということが一番やっぱり大事じゃないかなと思うわけですね。それで初

めの報告のところでは、そういういろんな関係の方々と連携する必要があるとか。民

生委員でこれからこういうことになるのだなっていうことはわかりました。だけど、

今言われたようにそれだけじゃなくて、いろんな関係機関がございますので、そうい

う方とはぜひ、簡単に言うとプラットフォームといいますか、それを作って議論し合

うような、意見交換するような努力を、何分にも職員の数が少ない中で大変だと思い

ますけども、していただくといいなというふうに思います。 

 

  （会館） 

   がんばります。 

 

    上述以外の質疑・意見なく、委員の承認を得た。 

 

１５．閉会あいさつ（三宅副会長） 

 

 


